
令和５年度 第１回
高槻市農林業活性化審議会

令和５年１０月１０日（火）
高槻市 街にぎわい部 農林緑政課



高槻市農林業基本計画の概要について
計画における基本目標

「 市民と農林業者がともに目指す豊かな農林業の創造 」
計画における基本的方向性

基本的方向性１:次代に継承する農業 基本的方向性２:農業・農村部の強靱化

計画における基本目標

計画における基本的方向性

・ 担い手の育成・確保
・ 地産地消の推進
・ 農業所得の向上

基本的方向性２:農業・農村部の強靱化
・農地の保全・活用
・防災・減災対策

基本的方向性３:森林の再生・未来への森づくり
・森林の整備・森林保全
・多様な主体による森づくり

基本的方向性４:都市と農山村の共生・対流
・農林業者と市民の相互理解
・教育・福祉との連携
・農林産物と農山村の魅力づくり



基本計画における実施計画について

「重要施策については、指標を定め基本目標を目指す」
指標を定めた進捗管理

ＰＤＣＡサイクルの適正な運用



実施計画進捗管理表について



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

－

推移（R5.3時点）

２件

目標（R14.3時点）

３０件

１ 次世代を担う就農者への支援

関係機関と連携、相談体制の構築
新規就農相談窓口の充実

令和４年度取組実績

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画

〇 新規就農相談対応
〇 中間管理事業の農地貸借
〇 ＨＰ、広報による情報発信

指標① 新規参入者数（準農家、法人経営体含む）の増加



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

19.7 ha

推移（R5.3時点）

21.1  ha

目標（R14.3時点）

21.7  ha

２ 地域の中核を担う農業経営者の育成

大阪版認定農業者で構成する団体への支援を充実

令和４年度取組実績
〇 大阪版認定農業者支援事業の補助事業の実施
〇 農地中間管理事業の活用勧奨

指標② 農用地利用集積面積（利用権設定面積）の増加

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

－

推移（R5.3時点）

－

目標（R14.3時点）

５件

４ 農業の６次産業化の推進

市内事業者のマッチング等による新商品の開発推進

令和４年度取組実績
〇 「６次産業化推進戦略」の策定
〇 商工会議所や関係機関等と体制構築

指標③ ６次産業化に新たに取り組む事業者の増加

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

1.92 km

推移（R5.3時点）

2.09 km

目標（R14.3時点）

3.30 km

２ 圃場・農道・用水路の基盤整備

農道や水路等の整備による持続可能な機能保全
災害に強い農業基盤の整備を支援

令和４年度取組実績
〇 各地域の要望や実情を踏まえた農道整備工事を実施
〇 共同維持管理活動等に対する補助金交付
〇 地元実行組合等の農業基盤整備を支援

指標④ 市街地の農業用水路を整備

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

－

推移（R5.3時点）

－

目標（R14.3時点）

２ 地区

４ 人・農地プラン等の推進

農業者とともに地域計画の作成

令和４年度取組実績
〇 実行組合等に対する説明会の実施

指標⑤ 人・農地プラン、農空間づくりプランの策定推進

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

－

推移（R5.3時点）

－

目標（R14.3時点）

1 ha

１ 農地の防災機能の活用

農地が持つ防災機能の活用について調査・研究

令和４年度取組実績
〇 防災協力農地登録制度、防災機能の活用について調査・研究

指標⑥ 防災協力農地等、防災に寄与する農地を設定

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画

防災協力農地登録制度（出典:大阪府HP）



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

215 ha

推移（R5.3時点）

219 ha

目標（R14.3時点）

415 ha

１ 森林被災地復旧に対する支援

被災森林の復旧に対する支援

令和４年度取組実績
〇 大阪府森林組合の森林災害復旧事業（跡地造林）に対する支援
〇 森林環境保全整備事業（特殊地拵え）に対する支援

指標⑦ 平成３０年の台風により被災した森林を復旧

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

8 箇所

推移（R5.3時点）

8 箇所

目標（R14.3時点）

12 箇所

２ 森林経営に対する支援

「森林経営計画」の策定に対する支援
「森林経営管理法」に基づく意向調査の要否検討

令和４年度取組実績
〇 森林経営計画の作成に向けて、大阪府森林組合と協議・調整
〇 適切な経営管理が行われていない森林の抽出

指標⑧ 森林施業を実施するための森林経営計画の策定

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

－

推移（R5.3時点）

－

目標（R14.3時点）

500 ha

３ 森林整備に対する支援

森林保全協定の締結に向け、制度設計
森林所有者に対する制度の周知・締結の働きかけ

令和４年度取組実績
〇 間伐、下刈り等の森林施業に対する大阪府森林組合と協議・調整
〇 国土調査法に基づき実施する山林地籍調査事業に対する支援

指標⑨ 間伐や下刈りなど継続的な森林整備を実施

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

2,243 人/年

推移（R5.3時点）

3,129 人/年

目標（R14.3時点）

3,800人 /年

１ ボランティア団体等との連携

多くの市民が関わる森づくり活動を実施

令和４年度取組実績
〇 「市民林業士養成講座」を実施し、市民林業士を養成
〇 市内活動組織が実施する間伐等の施業に対して支援
〇 「アドプトフォレスト制度」によるボランティア活動に対する支援

指標⑩ 森林ボランティアの活動人数を維持

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

2.3 ha

推移（R5.3時点）

2.4 ha

目標（R14.3時点）

3.1 ha

２ 市民農園整備の推進

市民農園開設の周知による市民農園整備に対する支援

令和４年度取組実績
〇 ホームページの充実等による市民農園開設制度の周知

指標⑪ 市民農園開設面積の増加

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画



1. 次代に継承する農業

担い手の育成・確保

地産地消の推進

農業所得の向上

2. 農業・農村部の強靱化

農地の保全・活用

防災・減災対策

3. 森林再生・未来への
森づくり

森林の整備・森林保全

多様な主体による森づくり

4. 都市と農山村の共生・対流

農林業者と市民の相互理解

教育と福祉の連携

農林産物と農山村の
魅力づくり

計画策定時（R3.3）

－

推移（R5.3時点）

1,670 ㎥

目標（R14.3時点）

35,000 ㎥

２ 森林資源等の活用推進

大阪府森林組合と協働して植林活動等を推進

令和４年度取組実績
〇 風倒木材等を有効活用できるよう調査研究
〇 関連協議会のイベント企画運営の支援

指標⑫ 木材利活用の増加

取 組 に お け る 主 な 実 施 計 画

風倒木材を活用した木製ベンチ
（ボランティア団体により作製）

公共施設における府内産材及び
市内産材利用事例（子ども未来館）


